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山本 荷兮（やまもと かけい）

資 料

短冊 『上有知にて 秋の里 竹きるなりと 響くなり

荷兮』

作 者

１６４８（慶安元）－１７１６（享保元）．８．２５

尾張（愛知県）名古屋生まれ。

名古屋で医師をする。「芭蕉七部集」の初期３篇『冬の日』

『春の日』『阿羅野』を編集する。新しい蕉風の俳諧になじ

めず蕉門を離れ、晩年は連歌師となり法橋に叙せられる。
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